
 

 

 

 

 

 

宮城県産養殖カキのトレーサビリティシステム 

実証試験参加者の業務とシステムの構成 
 

＜現在も行っている業務＞ ＜システムに即して行う業務＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴幸水産 

殻剥き処理場 

志津川町漁協 
本所・支所 

 

みやぎ生協 

 

・生産者がカキを剥き、
洗浄の上、箱詰め・計
量する。 
 

・出荷ケースごとに、生産者名、
規格、重量、販売先加工業者
名を入力する。 
・衛生検査結果を入力する。 

・入荷原料を元に、同一海域を単位とし
て加工ロットを形成する。 
・原料となるロットを識別管理しながら、
パックを製造するとともに、その情報
を入力する。 
・パックに「パック番号」を印字する。

搬送 

 
 

  
  
  
  

・原料を納品する。 
・計量・パッキングする。

・納品数を点検。 
・店頭タッチパネル端末用の情報の入
手。 

 

消費者（みやぎ生協メ
ンバー） 

  
  

・陳列・販売 

・生産・加工履歴の検索。 ・購入し、調理し食べる。 

宮城県漁連 

・衛生検査結果を入力する。
・原料と最終製品の整合性確
認する。 

・各処理場から集荷し、加
工業者に販売する。 

ヤマトシステム開発 

インターネット 


